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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示ユニットと、
　前記表示ユニットを保持する保持部材と、
　前記表示ユニットの表示面を覆う窓部材と、
　前記窓部材の外周部を保持する窓保持部が形成された外装部材と、を有し、
　前記保持部材は、導電性を有するとともに電気的にグランド接続され、
　前記保持部材には、前記表示ユニットの表示面から離間した位置で前記窓部材を支持す
る窓支持部が形成され、
　前記外装部材の前記窓保持部には、開口部が形成され、
　前記保持部材の前記窓支持部は、前記窓部材と前記外装部材との境界をまたぐ位置に配
置され、前記開口部から露出し、前記外装部材の前記窓保持部を介することなく前記窓部
材を支持することを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記外装部材の前記窓保持部には、前記開口部から露出した前記保持部材の前記窓支持
部の端面を覆う壁部が形成されていることを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記保持部材の前記窓支持部は、前記外装部材における前記窓保持部に隣接する部分を
支持することを特徴とする請求項１又は２に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
本発明は、表示ユニットを備えた電子機器に関し、特に表示ユニットの保護構造に関する
。
【背景技術】
【０００２】
デジタルカメラ等の電子機器には、画像や文字を表示するＬＣＤパネル等の表示ユニット
が設けられている。表示ユニットの表示面は、電子機器の外装部材によって保持された透
明な窓部材によって覆われていることが多い。
このような電子機器において、窓部材や外装部材に加わった外力によって表示ユニットが
破損することを防止する必要がある。特許文献１には、窓部材を保持した外装部材と表示
ユニットとの間にクッション材を配置し、外力により変形した外装部材が表示ユニットに
当接することを回避した構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－１８９５１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
しかしながら、特許文献１にて開示された構成では、外力によって変形した外装部材が表
示ユニットに当接することは回避できるものの、該外力が外装部材及びクッション材を介
して表示ユニットに伝わる。このため、この構成では、十分な表示ユニットの破損防止効
果が得られない。
本発明は、外力に対する表示ユニットの破損防止効果が高い構造を有する電子機器を提供
する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一側面としての電子機器は、表示ユニットと、表示ユニットを保持する保持部
材と、表示ユニットの表示面を覆う窓部材と、窓部材の外周部を保持する窓保持部が形成
された外装部材と、を有する。保持部材は、導電性を有するとともに電気的にグランド接
続されている。保持部材には、表示ユニットの表示面から離間した位置で窓部材を支持す
る窓支持部が形成されている。外装部材の窓保持部には、開口部が形成されている。そし
て、保持部材の窓支持部は、窓部材と外装部材との境界をまたぐ位置に配置され、開口部
から露出し、外装部材の窓保持部を介することなく窓部材を支持することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、窓部材や外装部材に外力が作用した場合に、該外力が表示ユニットに
伝わることを回避でき、表示ユニットの破損防止効果が高い電子機器を実現することがで
きる。また、保持部材に窓支持部を設けたことで、新たな部品を追加することなく高い表
示ユニットの破損防止効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の実施例であるデジタルカメラの分解斜視図。
【図２】実施例のデジタルカメラの正面図及び背面図。
【図３】実施例のデジタルカメラに搭載された液晶ユニットの斜視図。
【図４】実施例のデジタルカメラに用いられたＬＣＤフレームの斜視図。
【図５】上記液晶ユニットのＬＣＤフレームへの取り付け方法を示す斜視図。
【図６】図５に続く上記液晶ユニットのＬＣＤフレームへの取り付け方法を示す斜視図。
【図７】上記液晶ユニットがＬＣＤフレームにより保持された状態を示す斜視図。
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【図８】実施例のデジタルカメラの内部構造（液晶ユニットの取り付け前）を示す斜視図
。
【図９】実施例のデジタルカメラの内部構造（液晶ユニットの取り付け後）を示す斜視図
。
【図１０】実施例のデジタルカメラの背面図。
【図１１】図１０におけるＡ－Ａ線での断面を示す断面図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明の実施例について図面を参照しながら説明する。
【実施例１】
【０００９】
図１には、本発明の実施例である電子機器としてのデジタルカメラ（撮像装置：以下、カ
メラという）を分解して示している。また、図２（ａ），（ｂ）には、上記デジタルカメ
ラの外観を示している。
図１において、１０３は背面カバーであり、メインシャーシ（シャーシ部材）１２１及び
これによって保持された不図示の電気回路基板及び撮像素子等の各種部品や後述する電池
ボックスによって構成されるカメラ本体の背面側を覆う外装部材である。メインシャーシ
１２１は、導電性を有する板金部材により形成されている。図２（ａ）にも示した１０２
はカメラ本体の前側を覆う外装部材としての前カバーである。
１１７は導電性を有する板金部材により形成され、メインシャーシ１２１にビスにより取
り付けられた保持部材としてのＬＣＤフレームである。１１８はＬＣＤフレーム１１７に
よって保持され、画像や文字等の情報を表示する液晶ユニット（表示ユニット）である。
１２０はカメラ本体に電源を供給する電池を収納する電池ボックスである。
図２（ａ）において、１０１は撮影レンズを保持するレンズ鏡筒である。１０５はフラッ
シュであり、１０６はＡＦ補助光窓である。また、図２（ｂ）において、１０７は背面カ
バー１０３によって保持され、液晶ユニット１１８の表示面を覆う窓部材であり、透明な
アクリル板やポリカーボネート板等により形成されている。
図２（ａ），（ｂ）において、１１０はレリーズボタンであり、１１１はズームレバーで
ある。１１２はカメラの電源のＯＮ／ＯＦＦ操作を行うための電源ボタンであり、１１３
は撮影モードを選択するためのモードダイヤルである。
図１及び図２（ｂ）において、１０８は操作ボタン等を含む操作部であり、撮影モード等
の各種設定をする際に操作される。さらに、図１及び図２（ａ），（ｂ）において、１１
４はカメラ本体に対してスライド及び回動して、電池ボックス１２０の電池挿入口を開閉
する電池蓋である。
図３には、液晶ユニット１１８を示している。液晶ユニット１１８には、その周辺部の内
側に矩形の表示面（表示領域）１１９が形成されており、ここに画像や文字等の情報が表
示される。１１８ａは液晶ユニット１１８から延出し、カメラ本体内の電気回路基板に接
続されるＦＰＣ（フレキシブルプリント基板）である。また、液晶ユニット１１８の周辺
部のうち２つの長辺部の端面には、合計４箇所の係止爪１１８ｂが形成されている。
図４には、ＬＣＤフレーム１１７を示している。ＬＣＤフレーム１１７は、矩形の底面部
と、該底面部の４辺から立ち曲げられた４つの壁面部とを有する。４つの壁面部のうち、
液晶ユニット１１８におけるＦＰＣ１１８ａが延出した辺に対応する壁面部には、該ＦＰ
Ｃ１１８ａの幅よりも大きい幅を有する開口部１１７ａが形成されている。また、この開
口部１１７ａが形成された壁面部の上端には、該壁面部に対して直角に（底面部に平行に
延びるように）曲げられた窓支持部１１７ｄが形成されている。この窓支持部１１７ｄの
役割については後述する。
窓支持部１１７ｄは、後述するように液晶ユニット１１８がＬＣＤフレーム１１７によっ
て保持された状態で、図３に示した液晶ユニット１１８から離間した位置に配置される。
また、窓支持部１１７ｄは、ＬＣＤフレーム１１７によって保持された液晶ユニット１１
８の表示面１１９に垂直な方向から見たときに、該液晶ユニット１１８の周辺部に対して
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は重なるが、表示面１１９に対しては重ならないように形成されている。
ＬＣＤフレーム１１７の２つの長辺側に設けられた壁面部には、液晶ユニット１１８に設
けられた４つの係止爪１１８ｂが係合する係止穴部１１７ｂが形成されている。底辺部の
２箇所には、位置決め穴部１１７ｃが形成されている。
【００１０】
　次に、液晶ユニット１１８のＬＣＤフレーム１１７への取り付け方法について、図５、
図６及び図７を用いて説明する。
まず、図５に示すように、液晶ユニット１１８から延出したＦＰＣ１１８ａを、ＬＣＤフ
レーム１１７に形成された開口部１１７ａを通しながら、液晶ユニット１１８を矢印Ａの
方向に移動させる。
次に、図６に示すように、液晶ユニット１１８におけるＦＰＣ１１８ａが延出した側の端
面がＬＣＤフレーム１１７における開口部１１７ａが形成された壁面部に突き当たった状
態から、液晶ユニット１１８を矢印Ｂの方向に回動させる。このとき、液晶ユニット１１
８の４つの係止爪１１８ｂがＬＣＤフレーム１１７の２つの長辺側の壁面部を一時的に撓
ませる。その後、各係止爪１１８ｂが該長辺側の壁面部に形成された各係止穴部１１７ｂ
に対して係合することで、該長辺側の壁面部が元の形状に戻る。
図７に示すように、係止爪１１８ｂが係止穴部１１７ｂに係合した状態で、液晶ユニット
１１８はＬＣＤフレーム１１７に対して、矢印Ｚの方向（厚み方向）への移動が阻止され
、かつ位置決めされる。また、この状態で、液晶ユニット１１８は、ＬＣＤフレーム１１
７の４辺の壁面部によって表示面１１９に沿った方向での位置決めがなされる。
次に、上記のように液晶ユニット１１８を保持したＬＣＤフレーム１１７を前述したメイ
ンシャーシ１２１に取り付ける。これについて、図８及び図９を用いて説明する。なお、
図８では、説明のために、液晶ユニット１１８の図示を省略している。
まず、液晶ユニット１１８を保持したＬＣＤフレーム１１７を、その２箇所に形成された
位置決め穴部１１７ｃに電池ボックス１２０の２箇所に形成された位置決めボス１２０ａ
が挿入されるようにメインシャーシ１２１に対して配置する。位置決め穴部１１７ｃに位
置決めボス１２０ａが挿入されることで、液晶ユニット１１８を保持したＬＣＤフレーム
１１７は、表示面１１９に沿った方向においてメインシャーシ１２１に対して位置決めさ
れる。
次に、ＬＣＤフレーム１１７の２箇所に形成されたビス止め部を、メインシャーシ１２１
及び電池ボックス１２０に対してビス１２３によって固定する。これにより、液晶ユニッ
ト１１８を保持したＬＣＤフレーム１１７が、カメラ本体に対して位置精度良く取り付け
られる。
【００１１】
　次に、図１、図１０及び図１１を用いて、背面カバー１０３、窓部材１０７、液晶ユニ
ット１１８及びＬＣＤフレーム１１７の関係について説明する。
図１に示すように、背面カバー１０３には、液晶ユニット１１８の表示面を観察させるた
めの矩形の表示窓Ｗが形成されている。そして、背面カバー１０３における該表示窓Ｗの
周囲には、背面カバー１０３の外面から一段退避した矩形枠状の窓保持部１０３ｃが形成
されている。
さらに、窓保持部１０３ｃのうち、上述したＬＣＤフレーム１１７の窓支持部１１７ｄに
対応する部分には、該窓保持部１０３ｃの厚み方向に貫通開口した開口部１０３ａが形成
されている。図１０に示すように、窓保持部１０３ｃは、窓部材１０７の外周部を保持す
る。
図１１には、図１０に示したＡ－Ａ線での断面を示している。背面カバー１０３の窓保持
部１０３ｃの外面には、両面テープ１２２によって、窓部材１０７の外周部が貼り付けら
れている。
ＬＣＤフレーム１１７の窓支持部１１７ｄは、窓保持部１０３ｃに形成された開口部１０
３ａの内側（開口部内）に配置される。したがって、窓支持部１１７ｄは開口部１０３ａ
から露出して、両面テープ１２２を介して窓部材１０７の外周部を支持している。前述し
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たように、窓支持部１１７ｄは、液晶ユニット１１８の表示面側の面に対して離間した位
置に配置されている。
図１に分かりやすく示すように、窓支持部１１７ｄには複数の溝が形成されており、単な
る平板形状に窓支持部を形成した場合に比べて、窓支持部１１７ｄの強度を高めることが
できる。
また、窓支持部１１７ｄは、背面カバー１０３における窓保持部１０３ｃに隣接する部分
も支持する。
なお、本実施例では、窓支持部１１７ｄと窓部材１０７の外周部との間に両面テープ１２
２を介在させており、窓支持部１１７ｄは窓部材１０７の外周部に直接当接してはいない
。しかし、両面テープ１２２はごく薄い部材であるので、窓支持部１１７ｄが窓部材１０
７の外周に当接しているものとして扱ってもよい。また、窓支持部１１７ｄは、窓部材１
０７の外周部に両面テープ１２２を介して当接していると言ってもよい。これらいずれの
場合でも、窓支持部１１７ｄは窓部材１０７の外周部を支持していることにかわりはない
。
また、窓保持部１０３ｃは、表示面１１９に沿った方向において、開口部１０３ａ内に配
置された窓支持部１１７ｄの表示面側の端面１１７ｅを覆う壁部１０３ｅを有する。壁部
１０３ｅを設けることで、窓支持部１１７ｄの表示面側の端面１１７ｅが窓部材１０７を
通して外部から見えないようにすることができる。
【００１２】
　このような構成において、窓部材１０７又は背面カバー１０３に対して矢印Ｐの位置に
矢印Ｐの方向に局所的な外力が加わった場合に、仮に窓支持部１１７ｄが設けられていな
いと、窓部材１０７及び樹脂により形成された背面カバー１０３が矢印Ｐの方向に撓む。
そして、外力が大きいと、窓保持部１０３ｃの下面が液晶ユニット１１８に当接し、液晶
ユニット１１８が破損するおそれがある。
【００１３】
　しかし、本実施例では、板金部材として強度が高いＬＣＤフレーム１１７に設けられた
窓支持部１１７ｄが、窓保持部１０３ｃの開口部１０３ａ内に配置されて、液晶ユニット
１１８に対して離間した位置にて窓部材１０７の外周部を支持している。このため、上記
のように外力が作用した場合に、該外力は窓支持部１１７ｄを介してＬＣＤフレーム１１
７に伝わるが、液晶ユニット１１８には伝わらない。
また、窓支持部１１７ｄを窓保持部１０３ｃの開口部１０３ａ内に配置することで、窓支
持部１１７ｄが窓保持部１０３ｃの内面に当接して窓保持部１０３ｃを支持する場合に比
べて、窓支持部１１７ｄを液晶ユニット１１８からより大きく離間させることができる。
このため、外力によって窓支持部１１７ｄが多少変形したとしても、液晶ユニット１１８
に当接するまでに至る可能性は低い。
しかも、窓支持部１１７ｄは、背面カバー１０３における窓保持部１０３ｃに隣接する部
分も支持している。したがって、外力による窓部材１０７及び背面カバー１０３の撓みを
少なく抑えることができる。
したがって、本実施例によれば、液晶ユニット１１８の破損防止効果が高いカメラを実現
することができる。
さらに、カメラに元々設けられているＬＣＤフレームに窓支持部を設けたことで、ＬＣＤ
フレームとは別の新たな部品を追加する必要がない。
【００１４】
　なお、窓支持部１１７ｄの形状や位置は図示した位置に限らず、より強度的に有利な形
状に形成したり、強度が弱い箇所を支持するように位置を変えたりしてもよい。
【００１５】
　また、図１１に示したように、窓支持部１１７ｄが背面カバー１０３と窓部材１０７と
の間の境界をまたぐように配置されている。このため、導電性を有する窓支持部１１７ｄ
（つまりはメインシャーシ１２１に対して電気的にグランド接続されたＬＣＤフレーム１
１７）は、該境界の隙間から入り込む静電気に対して、いわゆる避雷針として機能する。
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このため、該静電気によって液晶ユニット１１８の正常な動作が妨げられることを回避す
ることができる。
以上説明した各実施例は代表的な例にすぎず、本発明の実施に際しては、各実施例に対し
て種々の変形や変更が可能である。
例えば、上記実施例では、液晶ユニットを表示手段として有するデジタルカメラについて
説明したが、本発明は、デジタルカメラ以外の各種電子機器であって表示ユニットを有す
るものにも適用することができる。また、表示ユニットとしても、液晶ユニットだけでな
く、自発光表示パネルを使用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００１６】
外力に対する表示ユニットの破損防止効果が高い電子機器を実現できる。
【符号の説明】
【００１７】
１０１　レンズ鏡筒
１０２　前カバー
１０３　背面カバー
１０３ａ　開口部
１０３ｃ　窓保持部
１０７　窓部材
１１７　ＬＣＤフレーム
１１７ｄ　窓支持部
１１７ｅ　端面
１１８　液晶ユニット
１１９　表示面
１２０　電池ボックス
１２１　メインシャーシ
１２２　両面テープ
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【図７】



(10) JP 5451149 B2 2014.3.26

【図８】

【図９】
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